
手軽な高収益品目とは

■推奨ポイント

JA新いわての自己改革

笑味ちゃん

もっと知ろう、JAの取り組み
JA新いわての「農家所得の増大」や「地域の活性化」に向けた取り組みを紹介。今月は、
「手軽な高収益品目の推奨」について紹介します。

　ＪＡでは、少ない面積でも確実に稼げる手軽な高収益品目を勧めています。品目としては、インゲンやサヤ
エンドウ（キヌサヤ・スナップエンドウ）になります。キュウリやトマトなどに比べて管理作業の手間が少なく栽培
しやすいのと、軽くて高齢の方でも栽培が可能です。また、市場からの要請も強く堅調な販売単価となってい
ます。
　特徴は、サヤエンドウは収穫期間が短く忙しいが、６月から収穫することができます。また、インゲンはサヤ
エンドウより手がかからず、短期間に一斉に収穫できる「手無しインゲン」と、長期間にわたりじっくり収穫でき
る「手ありインゲン」があります。

❶軽く、手作業が中心なので、高齢者や女性に向いています。
❷少ない面積からでも始められ、新規で取り組む方でも栽培しやすい。
❸収穫時期は忙しいが管理はそれほど大変ではない。
❹販売先からの要請も強く、堅調な販売単価となっています。
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　今年から５ａで手ありインゲンの栽培を始め、６月下旬から９月下旬まで
の３ヵ月間出荷しました。きっかけは、ＪＡの広報誌を見て簡単そうだった
ので、昨年と今年の指導会に足を運び、２０年間続けたリンドウ栽培からイ
ンゲンの栽培に切り替えました。やってみて感じたのは、防除回数も少なく
作業が楽でした。コツを掴んでいない１年目でしたが、まずまずの収入にな
りました。
　来年は収益向上のため、種まきの時期をずらし、収穫期間を長くしたいと
考えています。

大久保 堅蔵さん （８５） 宮古市・長沢
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Ｑ准組合員の利用が規制されるの？

准組合員がJAの事業を利用することについて、

「JAは正組合員のために農業に専念すべき。JA以外に、地域で金融や保険、
生活サービスを提供する会社があれば、JAがする必要はない」
と主張する人がいます。

この主張に反論するには、准組合員が「単なる事業利用者」ではなく
「地域農業の応援団」になってもらう事が重要です。
JA新いわてでは今後、准組合員を「農業や地域経済の発展を農業者とともに支えるパートナー」と位

置付け、地域農業・JAへの理解促進・関係強化に取り組むこととしています。

　政府による農協改革で、今後、准組合員のJA事業利用規制の検討が想定されるな
か、「准組合員の利用制限を行わないこと」について、多くの組合員の方の声をお伺いす
ることができました。
　JA新いわてでは今後とも、「広く地域に根差したJA」であり続けるためにも、准組合
員の意思反映・運営参画のあり方について次期中期計画（第九次3か年計画）で検討し
てまいります。

　2018年12月から2019年4月にかけ、JAが取り組んでいる自己改革に対する評価を
お伺いして、より一層、組合員の皆様の期待に応え、魅力ある地域の農業やくらしを支
えるJAとなれるよう、組合員アンケートを実施いたしました。
　以下については、准組合員に関する項目についての結果です。

問．ＪＡの事業を利用したり、地域の農畜産
物を食べること、農業体験などを通じて、ＪＡの
地域農業の振興や地域づくり活動を応援した
いと思いますか？

問.准組合員がＪＡ事業の利用を制限される
ことについてどうお考えですか？

■応援したい
■どちらかといえば応援したい
■どちらかといえば応援したくない
■応援したくない

■制限しない方が良い
■制限した方が良い
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